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【
メ
ー
ト
ル
法
編
】

容
易
で
は
な
か
っ
た
普
及

　
田
中
舘
愛
橘
の
業
績
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。先
に
紹
介
し
た「
地
磁
気
の
研
究
」は
、

近
代
科
学
の
本
格
的
導
入
か
ら
わ
ず
か
30
年

余
り
で
、
観
測
の
み
な
ら
ず
理
論
的
研
究
の

面
で
も
日
本
が
欧
米
の
水
準
に
迫
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
だ
っ
た
。

　
田
中
舘
の
発
明
し
た
、
高
度
な
観
測
機
に

よ
る
西
洋
に
負
け
な
い
観
測
精
度
と
、
観
測

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
独
自
の
見
解
に
よ
る
理

論
は
、
国
際
研
究
者
の
一
員
と
し
て
認
め
ら

れ
る
に
十
分
な
働
き
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
田
中
舘
は
、「
度
量
衡
」
の
国
際

化
に
汗
を
流
す
。
い
わ
ゆ
る「
メ
ー
ト
ル
法
」

を
日
本
に
持
ち
込
み
、
推
し
進
め
た
。
メ
ー

ト
ル
法
の
導
入
は
、
日
本
が
西
洋
列
強
の
仲

間
入
り
を
す
る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
大
き

な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
度
量
衡
と
は
、物
の
「
長
さ
」
や
「
重
さ
」、

「
量
」
な
ど
を
測
る
単
位
の
こ
と
だ
が
、
か

つ
て
そ
れ
ら
の
単
位
は
国
ご
と
に
独
自
に
決

め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
交
易
や
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
不
都
合
で
あ
っ
た
。
１
７
９
０
年
、
世

界
中
の
度
量
衡
を
統
一
す
る
目
的
で
「
新
し

い
度
量
衡
を
創
設
し
よ
う
」と
い
う
動
議
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
議
会
に
出
さ
れ
た
。以
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
の
末
、
基
本
的
事
項
が
決

め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

田
中
舘
は
、
著
書
「toki w

a uturu

」

で
「
万
国
測
地
会
議
へ
の
参
加
が
縁
故
と

な
っ
て
、
メ
ー
ト
ル
の
国
際
的
普
及
に
は
東

洋
も
必
要
と
し
て
引
き
出
さ
れ
、
１
９
０
７

（
明
治
40
）年
か
ら
１
年
お
き
に
パ
リ
に
行
っ

た
」
と
残
し
て
い
る
。

　
21
（
大
正
10
）
年
、
日
本
で
メ
ー
ト
ル
法

が
公
布
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
、
尺
・
寸

（
長
さ
）
升・合
（
量
）
町・坪
（
広
さ
）・貫・

匁
（
重
さ
）
と
い
っ
た
単
位
は
変
わ
ら
ず
使

わ
れ
て
い
た
。
メ
ー
ト
ル
法
が
完
全
に
実
施

さ
れ
た
の
は
59（
昭
和
34
）年
か
ら
で
あ
る
。

　
メ
ー
ト
ル
法
の
普
及
と
定
着
は
容
易
で
は

な
く
、
田
中
舘
が
そ
の
普
及
に
苦
労
し
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
が
残
る
。
25
（
大

正
14
）
年
５
月
５
日
に
行
わ
れ
た
「
メ
ー
ト

ル
法
の
起
源
と
そ
の
応
用
」
と
い
う
講
演
を

ま
と
め
た
内
容
で
、
メ
ー
ト
ル
法
の
起
源
に

始
ま
り
、
単
位
名
称
、
十
進
数
の
採
用
、
単

位
の
種
類
な
ど
を
詳
細
に
説
明
し
、
さ
ら
に

応
用
に
つ
い
て
力
説
し
て
い
る
。

　
１
８
７
５
年
の
国
際
的
な
メ
ー
ト
ル
法
条

約
調
印
か
ら
50
年
目
の
講
演
で
あ
る
。
85
年

に
加
入
し
た
日
本
は
そ
の
普
及
は
終
わ
っ
た

と
さ
れ
る
が
、
今
日
で
も
「
一
間
幅
」「
一

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯⑮

升
」
と
い
っ
た
単
位
は
日
常
生
活
に
残
っ
て

い
る
。
田
中
舘
た
ち
が
国
際
化
に
必
要
と
取

り
組
み
続
け
た
、「
世
界
と
同
じ
合
理
的
な

物
差
し
」メ
ー
ト
ル
法
の
普
及
と
浸
透
に
は
、

ど
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
忍
耐
が
必
要
と

さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
。

（
中
村
誠
＝
田
中
舘
愛
橘
会
事
務
局
長
）

ローマ字を力説
　本文の田中舘の講演には、さらに「国字問題」が続く。「メー
トル法に次いで解決を要する大問題は、国字問題である」と
述べ、「世界に日本語を広めるには、どうしても世界の文字
なるローマ字でなければはかどらぬ」と力説。メートル問題
はいつの間にかローマ字問題に移っている。ある時、航空に
関する講演依頼を受けた田中舘が、先方から「ローマ字の話
は入れないで」と言われると、即座に「それならお断りする」
と言ったという。

【ミニコラム】　講演で国字問題
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１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
に
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
万
国

度
量
衡
回
議
に
出
席
中
の
田
中
舘
愛
橘
（
左
）
＝
田
中

舘
愛
橘
記
念
科
学
館
提
供


